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7階 常設展示室「戦中の学童 。学徒」

言てみ
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6階 常設展示室「体験ひろば」
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5階 映像・音響室

4階  図書室



1階  昭和館懐かしのニュースシアター

紙芝居定期上演会

(平成 22年 6月 27日 ～毎月第 4日 曜日)



終戦 65周年記念 特別企画展

「銃後の人々と、その戦後～出征遺家族の資料を中心 として～」

(平成 22年 7月 31日 ～ 8月 29日 )

特別企画展
「ポスターに見る戦中・戦後～」

(平成 23年 3月 19日 ～ 5月 15日 )



巡回特別企画展

(平成 22年 10月
「語 り伝えたい戦中 。戦後の暮らし」 (三重展)

16日 ～ 10月 24日  三重県総合文化センター)

巡回特別企画展「語 り伝えたい戦中 ,戦後の暮 らし」 (山 形展 )

(平成 22年 10月 30日 ～ 11月 7日  文翔館 )



ご あ い さ つ

はじめに、平成 23年 3月 11日 に発生 しました東 日本大震災で犠牲になら

れた方々の御冥福を哀心よりお祈 りするとともに、被害を受けられ復興に取 り

組んでお られる方々に心から御見舞い申し上げます。

昭和館においても、東 日木大震災により設置物等に被害を受けました。この

ため、復元工事の期間、常設展示室を休室せ ざるを得ない状況 となり、また、

節電協力のためエ レベーター 1基の使用停止や照明等の節減に努めました。

さて、昭和館は、戦没者遺族の援護施策の一環 として、国民が経験 した戦中・

戦後 (昭和 10年頃から昭和 30年頃まで)の生活に係 る歴史的資料・情報を

収集、保存、展示 して、国民生活上の労苦を後世代の人々に伝える国立の施設

です。平成 11年に設立以降、入館者総数も300万 人を超えるに至 りました。

これも、ひとえに関係各位の御支援 。作l協力の賜物であり、心より御礼申し上

げます。 ここに、平成 22年度の活動状況を取 りまとめましたので御高覧いた

だければ幸いです。

主な事業 として、常設展示室、映像音響室、図書室、昭和館懐かしのニュー

スシアターにより、必要な情報提供等 を行ったほか、夏 と春の特別企画展、

地方での巡回特別企画展、共催 による写真展、小 。中学生作文 コンクール、

高校生ポスターコンクール、紀要 「昭和のくらし研究」発干J、 オーラル ヒス ト

リー (体験証言)制作などに取 り組んで参 りました。

終わりに、今後 とも後世代、特に若い世代に戦中 。戦後の労苦を継承 してい

くため、各種資料の収集充実に努め、様々な観点からの企画展の開催 と種々な

情報提供等が出来るよう、魅力ある運営に励んで参 りますので、一層の御支援、

御鞭撻を賜 りますようお願い申し上げます。

平成 23年 10月

日召 不日 食官

館 長 花 輪 隆 昭
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年間主要行事

平成 22年
3月 13日 ～  5月  9日  1特別企画展 を開催

「館蔵名品展～版画に描かれたくらしと風景～」

4月 24日 ～ 4月 30日 |「昭和の 日」記念イベ ン トを開催

5月  3日 ～  5月  5日

6月 24日        1平 成 22年度第 1回昭TEl館運営専門委員会を開催

6月 27日 ～       1紙 芝居定期上演会 (毎月第 4日 曜 日に開催 )

6月 28日 ～ 6月 30日 1常設展示室の資料交換工事 (休室 )

7月 31日 ～ 8月 29日 1終戦 65周年記念 特別企画展を開催

)人々と、その戦後

～出征遺家族の資料を中心として～」

J企画展を開催 (二重県にて)

10月 30日～11月  7日  |こ目を写ぞg督と吾を爵骨B目をと|

「語 り伝えたい戦中 。戦後の暮 らし」

(平成 23年 )

12月  7日 ～ 7月 18日 1石川光陽写真展を開催
「警視庁カメラマンが撮った昭和モダンの情景」

(旧新橋停車場鉄道歴史展示室にて)

平成 23年
1月 29日 ～ 1月 31日 1常設展示室の資料交換を実施 (休室 )

2月 15日        1平 成 22年度第 2回昭和館運営専門委員会を開催

2月 28日 ～ 3月  6日 1映像・音響室の資料整理を実施 (休室 )

2月 28日 ～ 3月 18日 1図書室の資料整理を実施 (休室 )

3月  1日        1紀 要『昭和のくらし研究』(第 9号)を刊行

3月 11日        1東 日本大震災の発生

3月 12日 ～ 3月 18日 1東 日本大震災による館内整理のため、臨時休館

3月 19日 ～ 4月 21日 1常設展示室の復元工事を実施 (休室 )

3月 19日 ～ 5月 15日 1特別企画展を開催  「ポスターに見る戦中 。戦後」
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平成 22年度事業概要

I 展示事業

展示事業では、戦中・戦後の国民生活上の労苦を伝える実物資料の常設展示

を行 うとともに、関連する資料の収集、保存、管理を行つている。

また、特別企画展及び巡回特別企画展等を開催 した。

(特別企画展等の内容は別項Vに掲載 )

1 常設 展 示

(1)常設展示の概要

昭和館 7階及び 6階の常設展示室においては、戦没者遺族をはじめと

する多 くの国民が経験 した戦中・戦後の国民生活上の労苦を後世代に伝

えるための展示を行っている。

7階では、戦争が激 しくなる少 し前の昭和 10年 (1935)頃 から、昭和

20年 (1945)8月 15日 までの戦中の暮 らしを、 6階では終戦から、

『経済白書』に 「もはや戦後ではないJと 記 された昭和 30年 (1955)

頃までの戦後の暮 らしを、それぞれ多 くの実物資料 とともに写真・映像

資料、図解資料等を併せて展示 し紹介 している。

なお、平成 22年度の常設展示室への入場者数は、59,028人であつた。

(P30参丹R)

(2)展示資料の入れ替え

長期展示による資料の劣化を避け、また、できるだけ多くの方々から

の寄贈資料を紹介するため例年 2回、 1月 と6月 に展示資料の入れ替え

を行っている。

平成 22年度は、6月 28日 (月 )か ら30日 (水 )ま での 3日 間と、

1月 29日 (土)力当ら31日 (月 )ま での 3日 間、常設展示室を休室 し

て資料交換 と清掃作業を行った。

2 巡 回特別 企 画 展 の 開催

昭和館では、遠方の道府県に在住する方々の便宜を考慮 し、さらに幅広い

広報活動の一環 として、各地で年 2回 の巡回特別企画展を開催 している。

平成 22年度の巡回特別企画展は、次頁の通 り実施 した。

-4-



(1)第 17回巡回特別企画展「語 り伝えたい戦中 。戦後の暮 らし」(二重展 )

(2)第 18回巡回特別企画展「語 り伝えたい戦中 。戦後の暮 らし」 (山形展 )

開催期間

会  場

協  賛

後  援

内  容

来場者数

平成 22年 10月 16日 (土)～ 10月 24日 (日 )

二重県総合文化センター 第 2ギャラリー

ニ重県遺族会

二重県 二重県教育委員会 津市 津市教育委員会

中日新聞社 伊勢新聞社 夕刊二重新聞社 朝 日新聞社

読売新聞社 毎 日新聞社津支局 産経新聞社津支局

日本経済新聞社津支局 NHK津 放送局 中部 日本放送

東海テレビ放送 二重テ レビ放送 ZTV 東海ラジオ放送

二重エフエム放送株式会社

二重県関連の資料を中心に、戦中 。戦後の厳 しい時代を生き抜

いた人々が綴つた手記や、その姿を記録 した写真などを通 し、

当時の世相や苦難の多かった暮 らしを紹介 した。

5, 113メ、 (約 639ノ(//1日 )

開催期間

会  場

共  催

協  賛

後  援

内  容

来場者数

平成 22年 10月 30日 (土)～ 11月 7日 (日 )

文翔館 (山形県郷土館 )

山形県生涯学習文化財団

日本遺族会第 1ブロック (山形県遺族会 北海道連合遺族会

青森県遺族連合会 岩手県遺族連合会 秋 田県遺族連合会

宮城県連合遺族会 福島県遺族会 )

山形県 山形県教育委員会 山形市 山形市教育委員会

山形新聞 山形放送 朝 日新聞山形総局 読売新聞山形支局

毎 日新聞山形支局 日本経済新聞社山形支局

産経新聞社山形支局 NHK山 形放送局 山形テレビ

テ レビユー山形  さくらんぼテレビ ケーブルテレビ山形

ェフエム山形

山形県関連の資料を中心に、戦中・戦後の厳 しい時代を生き抜

いた人々が綴つた手記や、その姿を記録 した写真などを通 し、

当時の世相や苦難の多かった暮 らしを紹介 した。

4, 734メ、 G勺 592人 //1日 )
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3 貸 出キ ッ ト

昭和館では現在、一般用 2組、子ども用 2組、解説グラフィンクのみ 4

組、証言映像の貸出キントを用意して貸与の依頼に対応している。

平成 22年度は、遠方の小 。中学校、高等学校等に約 24,500枚のチラ

シを送付するなどの広報により、更なる利用を呼びかけた。

なお、本年度の貸出状況は、以下の通りである。

<貸 出 先>
(学校)44カ所

鉾田市立当間小学校/鋸南町立保田小学校/下関市立角倉小学校/
姫路市立高浜小学校/六ヶ所村立倉内小学校/奈良市立右京小学校/
王寺町立王寺北小学校/千代田区立番町小学校/日 光市立中宮祠小学校/
日進市立南小学校/大仙市北神小学校/名古屋市立鳴子小学校/
十日市市立阿品台西小学校/荒尾市立人幡小学校/
宇都宮市立上河内東小学校/足立区立千寿小学校/
千葉市立こてはし台小学校/成 田市立成田小学校/赤磐市立石相小学校/
函館市立旭岡小学校/船橋市立高根東小学校/
人王子市立由井第二小学校/杉並区立杉並第七小学校/
島田市立金谷小学校/東郷町立高嶺小学校/人尾市立西山本小学校/
室戸市立室戸岬小学校/和泉市立南池田小学校/座間市立旭小学校/
増毛町立別苅小学校/横浜市立相沢小学校/南幌町立南幌小学校/
江東区立東雲小学校/小樽市立幸小学校/札幌市立信濃中学校/
箱根町立箱根中学校/妙高市立妙高高原中学校/熊野市立入鹿中学校/
小松島市立小松島中学校/新温泉町立夢が丘中学校/
江戸川区立小松川第一中学校/栃木県立石橋高等学校/
東京学館新潟高等学校

(地方自治体)13カ所

新宿区 (区立北新宿図書館)/東京者[北区 (総務部総務課)/
人王子市 (総務部総務課)/世羅町 (教育委員会 生涯学習課)/
桶川市/橿原市/川 国市 (総務部総務課)/
三朝町 (町立みささ図書館)/飯豊町 (町民総合センター)/
姫路市 (市立福井総合センター)/菰野町 (健康福社課)/
相馬市 (市総合福祉センター)/さいたま市 (浦和大学総合福祉学部)

(一般団体)11カ所

情報産業労働組合連合会 (東京都)/大沢住民協議会 (東京者Б)/
愛川町遺族会 (神奈川県)/コープかながわ座間エリア会 (神奈川県)/
財団法人石川県遺族連合会/
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介護老人保健施設 すみよし (埼玉県)/
新潟県妙高市遺族会戦没者遺児の会/
介護老人保健施設 なごみ苑 (富 山県)/桜彩会

ふるさとの英霊展実行委員会 (茨城県)/
平和をねが う中央区民の戦争展 (東京都 )

(埼玉県)/

実物資料の収集 と保存

(1)実物資料の収集

平成 22年度における実物資料の収集は、主に個人からの寄贈によ

るもの約 1,700点、購入によるもの約 800点であつた。

実物資料の収蔵概数は次表の通りである。 (平成 23年 3月 末現在)

寄 只曽 資 料 28,800点

購 入 資 料 9,000点

厚生労働省からの無償貸付資料 3,200点
△
口 計 41,000点

(2)実物資料の保存 と補修

平成 22年度末までに収集 した実物資料は、全て燻蒸処理を行い、

整理、分類 した上、地下 1階の資料収蔵室で保管を行った。

なお、破損・汚損の激 しい紙製資料等約 30,点に対 して補修を行つた。

巡回特別企画展
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Ⅱ 図書映像資料等閲覧事業

1 図書文献関係

(1)運用管理

①  閲覧室及び書庫の管理

4階図書室では、収集 した戦中 。戦後の国民生活に関する文献や戦争

に関する基本図書等を閲覧に供 している。

閲覧室には座席 30席のほか、所蔵資料や『戦史叢書』等のデータベ

ース及び『文藝春秋』等のデジタル情報を見ることができる端末を入 口

付近に 4台、研究コーナーに 2台設置 し、タッチパネル とキーポー ドの

両方で使えるようにしている。またCD― ROM検 索用端末 2台に加 え、

国内の類似施設情報が見 られる端末を 1台設置 し、来館者の利用に供 し

ている。

蔵書の中でも利用頻度が高い基本資料や総合的な内蓉をもつ資料 を

中心に開架図書 とし、利用状況に応 じて随時調整 している。

閉架図書は 4階書庫 と地下書庫の 2か所に分かれてお り、比較的利用

頻度の高い資料を4階書庫に収蔵 している。劣化の激 しい図書資料は保

管庫で別置保存 している。

また、閲覧室入 口付近の展示ケースには寄贈資料の一部を随時展示 し

紹介 している。

②  レファレンス・サービス (参考調査業務 )

平成 22年度のレファレンス・サービスは 1,036件 、1日 平均 4件で、

特に 4月 から10月 の年度前半が多かった。

書籍の所蔵確認だけではなく、内蓉に関するレファレンスが多くを占

め、調査に時間を要するレファレンスが多かった。特に今年度は、平成

23年 4月 から放映開始のテレビドラマに関して、戦時中の国民学校に

ついての問い合わせが多数あった。また、学校の教員からの学習内容に

ついての質問も目立った。

レファレンスの内らは随時蓄積 して、利用ガイ ドなどに反映させるよ

う努めている。

③  利用ガイ ドの発行 と資料 目録の作成

レファレンスの内らに基づいて蔵書の紹介をした り、利用 。検索の方

法を紹介する『ぶ らりらいぶ らりぃ』を毎月発行 し希望者に配布 してい

る。平成 23年 3月 末までに 132号 を発行 した。

-8-



④

利用者から要望があった財団法人史料調査会からの寄託洋図書、洋雑

誌の蔵書 目録を作成 し、閲覧に供 した。

展示関連図書の公開と参考図書 リス トの配布、読書案内

来館者が特別企画展などの展示内容についてよリー層理解が深めら

れるよう、展示内らに即 した図書・雑誌を閲覧室内に展示 し、気軽に手

にして閲覧できるコーナーを設けている。

平成 22年度は特別企画展 「ポスターに見る戦中・戦後」及び資料

公開コーナーでの展示内容に関連 した図書・雑誌の公開を行つた。

また、 7月 21日 (水)か ら9月 10日 (金)ま で、小学校高学年か

ら中学生を対象に、「夏休み宿題・研究資料 リス ト」を作成 して希望者

に配布するとともに、ホームページにも同リス トを掲載 し、利用の便を

図つた。

今年度 より、「図書館員が読んだ本」、「書評か ら」 と題 した図書の

紹介を定期的に開始 した。図書室職員が読んで興味深いと思われた本など

を簡単なコメン トをつけて紹介 した り、新聞などの書評欄に掲載 された

図書を記事 とともに紹介 している。

ホームページ

図書室では、図書データを毎月更新するほか、図書・雑誌資料の一部

を紹介 した 「ちょこっと両蔵資料」や 「ぶ らりらいぶ らりぃ」を定期的

に更新 した。「本に関するお問い合せ」では、利用者か らのレファレン

ス等を随時受けつけ、資料募集のお知 らせを掲載 して広 く資料の寄贈を

呼びかけた。

蔵書の検索は、図書・雑誌のタイ トル、著者名や出版年を検索項 目と

してお り、対象及び条件を選択することにより絞 り込んだ検索が可能 と

なっている。キッズナビでは、児童にわか りやす く図書室の利用につい

て紹介 している。

蔵書点検

平成 23年 2月 28日 (月 )か ら3月 18日 (金)ま での 19日 間、

図書室を休室 し、蔵書点検を実施 した。 (本年度は 3月 11日 に発生 し

た東 日本大震災のため、 4日 間期間を延長 した)

開架図書及び閉架雑誌を重点的に点検 し、破損が著 しい資料の修理や

製本を行った。資料の増加 に伴い、書庫内の配置場所 を変更す るなど

蔵書の移動をした。

⑤

⑥
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⑦ 利用状況

平成 22年度の図書室入室者及び閉架利用状況(月 ごとの変遷)は図 1、

閉架資料分野別貸出状況は図2の とおりであつた。

全体的には調査研究を目的とした利用者が増え、一人当たりの利用

時間が長い傾向が続いている。

。図書室入室者数の 1日 平均は 65名 前後であつた。

・月別では、 12月 、 2月 (小 中学生の利用者が多い)の入室者が、

8月 (夏期の特別企画展開催中、終戦記念 日も迎える)の入室者を

上回つている。 3月 の利用者が例年に比べて減っているが、これは

東 日本大震災により3月 中旬まで休室 となったこと、開館後 も時間

を午後 4時までに短縮 としたことによる。

・閉架資料の利用者数、利用冊数は、夏休み期間である 8月 が最も多

く、次いで 7月 となつている。

図書室入室者及び閉架資料利用状況 (図 1)

―――…閉架資料利用者数    ………―入室者数    ― ― 口‐閉架資料利用冊数
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(3)保存管理

資料の劣化に加 え、閲覧による破損やコピー利用による破損も増えつつ

あり、資料を補修 しつつ利用の拡大を図っていくことが今後の課題である。

平成 22年度は 70冊の製本 と174冊 の破損本を修理 した。劣化が激 し

く合本できない雑誌については中性紙保存箱での保存を試みている。

(4)業務研修

資料収集 。整理 。保存管理、情報提供など図書館を取 り巻 く問題は、常

に変化 している。図書館業界や類似施設についての状況を把握 し、今後の

図書室の運営に反映 させてい くことを目的に職員業務研修に参加 した。

平成 22年度は、 9月 に 日本図書館協会主催の第 96回全国図書館大会

(奈良県)に出席 して、業務の向上と情報交換に努め、11月 には日本図書館

協会、情報保存研究会共催の第 4回資料保存シンポジウム 「デジタルアー

カイブの最前線一現状 と未来」に参加 して、書籍のデジタル化についての

見間を深めた。

2 映像 。音 響 関係

5階映像・音響室では、戦中・戦後の国民生活に関する映像 。音響資料等を

検索端末を通 じて来館者に提供 している。検索端末 15台 を設置 し、 うち 2台

は、多人数で同時に利用が可能な団体専用ブース、1台 は当館類似施設の各ウェ

ブサイ トを紹介する専用端末 となっている。

上記の運用のほかに、パソコン操作が得意でない来館者も利用できることを

目的に、「国民生活」「トピックス 。著名人の顔」「スポーツ」「世間を騒がせた

出来事」のニュース映画を簡単に閲覧できる検索コーナーや SPレコー ドの一

部を試聴できるコーナーを設け、その順調な運用に努めている。

なお、平成 22年度の映像 。音響室の利用者数は、28,388人 であつた。

(P30参 照 )

3 ニュースシアター

戦前から戦後のニュース映画を毎週 4作品ずつ選定して毎日上映する「昭和

館懐かしのニュースシアター」は、多くの来館者から好評を得ている。

平成 22年度は211作品を上映した。今年は終戦 65周年であることから、
「終戦 65周年特別企画」として①4月 24日 (土)か ら30日 (金)に 「昭

和の日」特別上映、② 8月 14日 (土)か ら20日 (金)には「終戦記念日」

特別上映を開催した。いずれも「ニュース映画にみる昭和 20年」と題して、

昭和 20年に封切られた戦中・戦後の「日本ニュース」をそれぞれ公開した。
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また、「終戦記念 日」特別上哄では、松島 トモ子 さんのオーラル ヒス トリー「シ

ベ リアに父 をたずねて」を併せて上映 した。

なお、平成 22年度のニュースシアターの利用者数は、105,242人であつた。

(P30参 照 )

4 収蔵資料

(1)図書資料の収蔵状況

平成 22年度は、昨年度来重′点をおいて収集している昭和時代の写真集や

少年少女雑誌・児童向け図書のほかに、終戦 65周年にあたつて夏季に昭和

時代関係の出版が相次いだため、これらを重点的に収集した。収蔵概数は

次表の通りである。 (平成 23年 3月 末現在)

国民生活関係図書 45,445冊

戦争に関する基本的図書 16,200冊

独 自資料 35,980冊
その他基本図書 9,745冊

計 107,370冊

※平成 22年度の主な受入資料の内訳

○ 国民生活関係           1, 272冊
。当時刊行 された雑誌類や生活体験記等

『指導少国民の力行』『国民学校 ヨイコドモの躾』『戦時家庭経済読本』

『少年少女評海』『新女苑』等

○ 戦争に関する基本的図書        409冊
。太平洋戦争関連の基本文献、欧米等外国の公刊戦史、部隊史、戦3関連
の体験記等

『歩兵第二三二連隊史』『全国戦災史実調査報告書』『飛行機取扱法』

『帝国海軍 提督達の遺稿』等

○ その他                497冊
・寄贈を受けた各類似施設の刊行物等

『国立歴史民俗博TPJ館研究報告』『東京都江戸東京博物館紀要』等

・定期購読誌

『現代用語の基礎知識』『中央公論』『サライ』『暮らしの手帖』等

。辞典・目録等の参考図書

『日本統計年鑑』『図書館年鑑』等
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(2)映像・音響資料の収蔵状況

利用者が検索システムを利用 して閲覧できる映像。音響資料の収集を進め

ている。収蔵数は次表の通 りである。 (平成 23年 3月 末現在 )

※平成 22年度の主な受入資料の内訳

○ 動画資料 (ムー ビー)

。米国資料館か ら入手 1,021作品
。米国個人か ら入手    33作 品

・豪州国資料館か ら入手  20作 品
。英国か ら入手      5作 品
。国内で入手     2,073作 品

合計       3,152作 品

○ 終戦後、進駐軍撮影の戦後 日

本人の記録

○ 戦中・戦後の記録映画

○ 戦中・戦後のニュース映画等

○ 戦中・戦後の映画作品

終戦直後の映像 の中に

は、カラー映像が含まれ

てお り、貴重な記録とな

つている。情報検索シス

冴ムで閲覧可能。

○ 静止画資料 (写真 )

・米国資料館から入手  5,734枚
・米国個人から入手   2,253枚
・豪州国資料館から入手  100枚
・英国から入手      233枚
。国内で入手     35,983枚
・図書に移管のため除籍 -296枚

合計       43,957枚

○ 終戦後、進駐軍撮影の戦後 日

本人の記録及び 日本側撮影

の報道写真等

○ 土門挙氏他の著妬な写真家

の作品

○ 昭和初期から戦後まで、多数

の写真を撮影 した石川光陽

氏の写真等

これらの写真も一部デジ

タル化し、情報検索シス

テムで閲覧可能。

○ 音響資料 (SPレ コー ド)

。国内で入手      6,391枚
。寄託資料      35,000枚

合計       41,391枚

○ 流行歌・演説・落語・浪曲と

いったあらゆる分野のレコ

ー ド

情報検索システムで一部

が鑑賞可能。順次登録作

業中。

○ 資料の購入
。記録映像

米国国立公文書館記録哄像

日本ニュース

1作品

39作品

○ 資料の寄贈
。記録写真
。記録フィルム

・音響資料 (SPレコー ド)

2, 76
2

8

2枚
9作品

1枚
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III 関連情報提供事業

関連情報提供事業では、①昭和館が所蔵す る図書資料、映像・音響資料、

実物資料の情報、②雑誌資料等をデータベース化 した情報、③昭和館類似施設

(国 内 132カ 所)の基本情報 を、それぞれ来館者が端末で利用できるよう

提供 している。

特に図書資料については千代田区内の関連施設・大学図書館 とデータベース

の提携を行つてお り横断検索が可能である。

また、外部からのアクセス用 として開館以来ホームページを開設 してお り、

主に昭和館の事業内ら、特別企画展の開催案内、各種事業の紹介な どの情報

提供を行つているほか、資料のレファレンス等も受けている。

なお、ホームページでは子供向け用 として 「キッズナビ」を平成 18年度末

に追力日して開設 し、好評を得ている。

1 運用管理

(1)システム運用管理

来館者に静止画 (写真 )、 動画、音響、CD(図 書・雑誌)資料及び

類似施設等の関連情報を提供している。様々な条件から来館者が資料を検索

し、閲覧できる方法を採用している。

システム稼働は極めて安定しており、ハー ドウェア及びデータ損傷等の

大きなトラブルは皆無であつた。

平成 22年度の各データベースヘのアクセスカウントをまとめたのが

次表である。アクセス件数は月平均約 25,700件で、多く利用されている。

CD資料 写 真 映 像 音 響 図 書 雑 誌 月別合計

平成 22年 4月 493 20,280 4,893 3,457 2,194 860 32,177

5月 554 14,552 3,727 3,556 2,710 1,333 26,432

6月 579 15,394 3,799 3,629 2,785 1,823 28,009

7月 861 12,823 4,065 3,280 2,541 2,317 25,462

8月 678 16,572 6,226 3,662 3,192 1,811 32,141

9月 325 9,990 4,071 3,850 2,629 1,522 22,387

10月 393 11,764 3,287 3,132 2,348 2,373 23,297

11月 876 8,983 3,641 3,356 3,483 1,948 22,287

12月 637 12,705 3,316 2,597 2,957 1,674 23,886

平成 23年 1月 984 21,497 4,503 2,155 3,722 1,662 34,523

2月 840 12,257 4,004 4,096 2,770 1,516 25,483

3月 175 8,665 1,421 1,155 802 185 12,403

合  計 6,895 165,482 46,953 37,925 32,133 19,024 308,487
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(2)データベース運用管理

来館者閲覧用及び記録資料のデジタル化を進め、以下のデータベースを

稼働 させている。

(3)ホームページ運用管理

開館時から引き続き、昭和館ホームページの定期更新を行つている。

なお、平成 22年度のアクセス数は次のとお りであった。

O「昭AFl館ホームページ」へのアクセスカウン ト

平成 22年度                  142, 162件
平成 22年度月間平均              11, 847件
開館時からの累計              1, 725, 679件

○ 「キッズナビ」へのアクセスカウン ト

平成 22年度                  19, 510件
平成 22年度月間平均               1, 626件
平成 18年 (導入時)か らの累計         94, 649件

○ 収蔵図書・雑誌 目次情報

収蔵図書や雑誌の書名・著者名・雑誌名等のほか、 日次を全てテキス ト

入力 してお り、「目次情報」からも検索ができるようになっている。

○ 収蔵映像・音響資料情報

収蔵 している静止画 (写真 )、 動画及び音響資料 (SPレコー ド)を、タ

イ トルや作曲者名等の資料情報から検索でき、 目的の映像または音楽を表

示 し、また視聴できるようにしている。

平成 22年度は新たに映画のスチール写真、都電志村線の写真、イギリ
スゲティ社蔵の写真 (チ リングワース氏撮影 )、 東京の風景を描いた絵葉書

を閲覧できるようにし、ニュース映画では「中日ニュースJの公開準備を行
った。

○ 図書 CD。 雑誌 CD情報

昭和館で独自に開発したデータベースで、雑誌は『中央公論』『文藝春秋』

『婦人公論』『写真週報』『時事年鑑』『放送ニュース解説』『改造』がデー

タベース化され (『 改造』は継続中)、 必要なページが表示されるようにな
つている。

O 戦史叢書・陸海軍部隊略歴検索システム

防衛庁防衛研究所戦史室編纂の『戦史叢書』、厚生省援護局編纂の「部
隊略歴簿」「艦船行動調書」等をデータベース化し、横断検索を可能にして、
利用の便を高めている。
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2 オー ラル ヒス トリーの制作

戦中から戦後にかけての労苦を体験された方々の証言を、永く後世に伝える

ため、「オーラルヒス トリー」の制作を昨年に引き続き実施した。

平成 22年度は、「戦没者への遺族の想い」を中心に、引き揚げ者 。復員者の

体験など、9名 の証言 (9作品)の収録を行つた。

「動員学徒の青春」

「命を救ったチフス」

「母の一言 “生きて帰るんだよ !"」

「生死を分けた配置替え」

「父からの手紙」

「父の面影をたどつて」

「父の戦後、私の出征」

「夫の出征を見送つて」

「兄を偲んで」

重原正三さん

根津重明さん

児玉利彦 さん

山田晴弘さん

久保 田千鶴子 さん

高橋和子 さん

中山岩雄 さん

嶋瀬千鶴枝 さん

鬼村幸江さん

(東京都在住 )

(東京都在住 )

(東京都在住 )

(東京都在住 )

(愛媛県在住 )

(愛媛県在住 )

(愛媛県在住 )

(山 口県在住 )

(山 口県在住 )

3 海外資料調査 の実施

平成 22年度には米国における調査を実施した。

ワシントンD.C.で は、国立公文書館において戦中から戦後にかけてのポ

スター資料などの調査、米海兵隊が終戦後日本国内を撮影したカラーフィルム

などの調査を実施した。また、昨年に引き続き退役 日系二世軍人会と交流を持

ち、資料の提供や今後の当館への協力を依頼した。

ロスアンゼルスでは、メイ ド・イン・オキュパイ ド。ジャパンと呼ばれる

戦後占領期に日本が製造した製品の調査、全米国系人博物館との会合を行い、

資料収集の協力を呼びかけた。
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Ⅳ 啓発 広報 等 事 業

広報活動

(1)広 報 資料 の作成及び発送

平成 22年 度 は、都 道府 県 、政令 指 定都 市 、中核 市 、東 京 特別 区、
全 国の市町村役 場 、教育委員 会、小 。中学校 、高等学校 、者I道府県

遺族会 、都 道府 県老人 クラブ、観 光旅行業者 、類似施設 等 に対 し、
ポス ター、チ ラシ及 びパ ンフ レッ ト等 を発送 し、昭和館 の事業 内る
の周知 を図つた。

また、昭和館 の活動 を、学校等 に随時伝 え るた め、広報誌 「昭和

館 だ よ り」を、 5月 、 12月 に 1都 22県 の小・ 中学校及 び 1都 1

道 22県 の高等学校等 へ発送 した①

(2)広 報資料 の掲示及び掲載

昭和館 の事業 内容及 び特別企画展 の案 内を行 うた め、車 内窓上ポ
ス ター広告 を、東京 メ トロ東 西線 、同半蔵 門線 、者[営 新宿線 に掲示

した。 また、春 の特別企 画展 の時 には、 ドア横 ステ ッカー広告 を、

都 営新宿線 に掲示 した。 章館 の最 寄駅 で あ る九段 下駅 においては、

駅 ホー ム (東京 メ トロ東 西線 と都 営新宿線 )に 電飾 掲示板 と 4番 出

口付近 にポス ター を、春 の特別企画展 の時 には、駅構 内に柱巻 き広

告 を掲 出 した。

新 聞広告 に関 しては、朝 日、読売 、毎 日、東京 く産経 の各新 聞に

掲載 した他 、学校等 に対す る広報 として 「日本教育新 聞 J、 「全私

学新 聞」、「教 育家庭新 聞」及 び 「月刊修 学旅行 」 に広告 を掲載 し

た。

(3)子 ども霞 ヶ関見学デー

文部科学省 主催 で開催 してい る 「子 ども霞 ヶ関見学デー」の厚生

労働省会場 に社会・援護 局 の 「65年 前 の夏 を体験 してみ よ う」 と

のタイ トル で、昭和館及 び しょ うけい館 が出張展示 を行 った。

昭和館 では 「貸 出キ ッ ト」及 び雑誌 資料・音響 資料等 を出展 し、
2日 間の来場者数 では、厚 生 労働省 会場 の展示 の 中では、一番 多 か

った。
・開催期 間 平成 22年 8月 18日 (水 )～ 19日 (木 )

。会  場  厚生労働省  仮設会議室 「土会議 室」
・来場者数  738人

(4)第 9回 昭和館 見学作文 コンクール

昭和館 を見 学 した小 中学 生及 び巡 回特別 企 画 展 を見 学 した小 中

学生 を対象 に、「第 9回 昭和館 見学作文 コンクール 」 を実施 した。

小学校 6年生 を中心 に合 計 260作 品の応募 があった。
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審査 の結果 、千葉 県佐倉市立上志津小学校 6年生 の松 崎詩繊 さん

の作 品が厚 生 労働 大 臣賞 に (作 文 は別 掲 )、 埼 玉 県 さい た ま市 立

大谷 小 学校 6年 生 の倉原 恵 里夏 さんの作 品が昭和館館 長 賞 に迷 ば

れ た。

(5)第 3回 昭和館 高校 生 ポス ター コンクール

高校 生 を対象 に、昭和館 に対す る周 知 と理解 を広 め、多 くの方 の

来館 及 び ホー ム・ペ ー ジの閲 覧 を得 る こ とを 目的 と して 「第 3回

昭和館 高校 生 ポスター コンクール 」を実施 した。全 国の高等学校 に

チ ラシを発送す る等 して募集 した ところ、合計 52作 品の応募 があ

った。

審査 の結果 、埼 玉県小松原女子高等学校 の根 市美花 さんの作 品が、

最優秀賞 に (作 品は別掲 )、 優秀 賞 に 9作 品 (作 品は別掲 )、 佳 作 に

10作 品が選 ばれ た。

作 文 コ ン クー ル ポスターコンクール

2 『昭和のくらし研究』の刊行

昭和館の設立趣 旨である 「戦中 。戦後の国民生活上の労苦を後世代に

伝える」事業の一環 として、紀要『 昭和のくらし研究』第 9号 を平成 23
年 3月 に刊行 した。 (平成 14年度から年 1回 刊行 )

目次は次表の通 りである。

∞

車
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『昭和の くらし研究』第 9号 目次

口 絵

日本製 プ ロパ ガ ング・ポス ター に見 られ るデ ザイ ン的傾 向に関す る考察

― 昭和館両蔵作 品 を中心 として一

…………………姫路市立美術館  田 島 奈都子

USSBS(戦 FIS爆 撃調査 団 )と 山梨 県 中巨摩郡 旧豊村

― 「空襲」 なき一養蚕村 の戦 時―

……國學院大學文学部 専任講 師 高 村  聰  史

資料紹介  石川光 陽筆『 大東 亜戦争 と空襲 日記』 (3)
………………昭和館 図書情報部 松 尾 公 就

千人針 デー タベ ー スの作成 に向けて

昭和館 学芸部 渡  退 一  弘

昭和のくらし研究第 9号

展示 資料 の貸 出

「和菓子の歴史」 (虎 屋ギャラリー)

。開催期 間 平成 22年 7月 23日 ～ 9月 20
・会  場  虎屋 ギャラ リー

・貸 出資料 静止 画 1点

３

　

０

穀 細のくらし研究
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○「秩父宮殿 下 を偲 ぶ特別企画展」 (秩父宮殿 下 を偲 ぶ特別企 画展実行委

員会 )

。開催期 間 平成 23年 3月 1日 ～ 3月 31日
。会  場 信 州 まつ も と空港 2階 多 目的ホール

・貸 出資料  音源 3曲

○ 「被 災 66周 年東京大空襲資料展」 (東 京大空襲犠牲者 追悼・記念 資料

展実行委員会 )

。開催期 間 平成 23年 3月 8日 ～ 3月 11日
・会   場  台東 区立浅草公会堂 1階 ギャラ リー

・貸 出資料  絵 画 8点 、複製絵画パネル 2点 、資料 映像 1点

上記 のほか、テ レビ 。ラジオ番組 、教科書副読本 、雑誌 な ど製 作 のため

の貸 出を行 つた。

4 昭和 館 運 営 専 門委 員 会 の 開催

昭和館の事業計画の策定、事業の運営等に当たつては、 日本遺族会

会長の諮問機関である昭和館運営専門委員会を年 2回 開催 し、同委員会

の意見を踏まえ、事業の充実推進を図つた。

昭和館運営専 門委員会  委 員名簿

(平 成 23年 3月 31日 現在。 50音 順、敬称略 )

委員長 1宮  脇 容  生 (元 流通経済大学教授 )

委 員 1赤 木  完 爾 (慶應義塾大学教授 )

〃  1加  藤  厚  子 (映画 専 門大学院大学准 教授 )

〃  1加  納 正  弘 (元 厚 生省 大 臣官房審議 官 )

〃  1北  原    進 (立 正大学名 誉教授 )

〃  1久 保 田 福 美 (全 国小学校社会科研究協議 会会長 )

〃  1清  水    勲 (元 帝京 平成大学教授 )

〃  1鈴  木   淳 (東 京 大学准教授 )

〃  1仁  科 又 亮 (元 東京 工芸大学大学院教授 )

5 イ ン タ ー ン シ ッ プ

飯 田橋公共職業安 定面 (ハ ロー ワー ク飯 田橋 )か らの依頼 に よ り、高

校 生 の職 業意識 の形成 を 目的 とす る 「ジ ュニア・イ ンター ンシ ップ (就

業体験 )」 を実施 し、 7月 27日 (火 )～ 30日 (金 )ま で、神 田女学 園

高等学校 (東京都 千代 田区)の 生徒 1名 、 8月 24日 (火 )～ 27日 (金 )

ま で東 洋 高等 学校 (東 京 都 千代 田区)の 生徒 2名 を受 け入 れ 、職 員 の

指導 の下、 当館 の業務 を体験 させ た。
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6 小 。中学 生 用 展 示 案 内 DVD、 ビデ オ の配 布

小・中学生等の社会科見学及び修学旅行等の機会を捉 え、来館促進を
一層図るため、当館の事業内容を分か りやす く説明 した展示案内DVD、
ビデオを見学予定の希望校に配布 してお り、児童・生徒の皆 さんに来館前
に予備知識をつけていただいている。

DVD

シヨーコ七●々の

昭和館を見てみよう!

展示案 内

董
鷲

一
　

一

展示案 内 ビデオ
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V 特別企画等の開催及び概要

昭和館では、多岐にわたる「戦中 。戦後の国民生活上の労苦」を後世に伝え

るため、常設展示 とは違った視点や内容で、特別企画展等を開催 している。

特別企画展 終戦 65周年

「銃後の人々 と、その戦後～出征遺家族 の資料 を中心 として～」

出征により家族と離ればなれになった人々は、戦地と銃後に身を置きながら

もお互いを思い、祖国の勝利を信 じて戦った。そのようななかにあって、

不幸にも戦死した兵士の遺家族はもとより、出征した者のいる家族に対しても、

国による援護の他、職場や学校、近西づきあいに至るまで様々な助け合いが

行われていた。

昭TE1 2 0年 8月 15日 、敗戦により国民の暮らしは一変した。なかでも頼る
べき存在を失つた戦没者遺族の生活は辛苦を極めた。自分たちの暮らしは

自分たちで切り開くしかない厳しい日々 が続いたが、人々は新しい時代に向け

て一生懸命に生き、それがいち早い戦後の復興へと続いていつた。

終戦 65周年を記念して、戦中・戦後を生きた人々の証言とともに、当館が

新たに収集した出征遺家族に関連する資料を多数展示した。

開催期間 :平成 22年 7月 31日 (土)～ 8月 29日 (日 )

会  場 :昭和館 3階 特別企画展会場

展示構成

出征の風景

銃後の助け合い

1 公的な援護政策

2 様々な助け合い

それぞれの帰還

1 戦地 とのや りとり

2 生還 した兵士たち

3 無言の帰還

戦後混乱期の家族たち

1 家族の安否

2 戦後混乱期の暮 らし

3 遺族の労苦

銃
後
の
人
々
と
、
そ

Ⅳ
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V 最期の地への想い

Ⅵ 伝え残 したい記憶

来場者数 :7, 758人 (約 287人 /1日 )

イベン ト

1 戦中・戦後の体験を語 り伝える会

期  日 :平成 22年 8月 8日 (日 ) 14:00～ 16:00
会  場 :昭和館 1階ニュースシアター

参加者数 :104人

2 展示解説

期  日 :平成 22年 8月 7日 (土)・ 21日 (土)14:00～ 14:45
会  場 :昭和館 3階特別企画展会場孵

参加者数 :61人

2 特別企画展 「ポスターに見る戦中 。戦後」

第 1期 :公共事業 。社会事業 を中心 として

第 2期 :商業広告 。文化催事 を中心 として

広告媒体としてのポスターは明治時代末に登場し、欧米の製版・印刷技術や

デザインを取り入れながら発展していつた。しかし戦中には広告の対象とな

る多くの商品が統制のために姿を消したことから、それに伴い商業広告も少

なくなり、政策や情報伝達の手段として重視された。戦争が終わると、新し

い製版 。印刷技術を用いたポスターも登場した。

昭和館では戦中 。戦後の世相を表す資料として多くのポスターを収集し、

これまで常設展示室や特別企画展で紹介してきた。木展では館蔵のポスター

180点 を展示し、昭和初期から戦中・戦後にかけての政策や広告などの

内容や、デザインや紙質などの移り変わりを紹介した。
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1

1

7 日 (日 )

5 日 (日 )

会  場 :昭和館 3階特別企画展会場

展示内容

【第 1期 】
マスメディア、金融、寄付・供出、運動、

行政、記念日・週間、募集、通信 。輸送、

図解、広告デザイナー 。高橋春人

【第 2期】

出版、広告・食品飲料、広告 。その他、

映画、芸能、スポーツ、催事、旅、モデル

に見るポスターの変遷

来場者数 :10, 187人
(約 204人/1日 )

イベント
1 ミニ講演会

展示資料に関する専門家、体験者をお招きし、それぞれの専門の立場から

展示資料を解説していただいた。

平成 23年 3月 19日 (土 )

柏木博氏 「日本のグラフィック・デザインーー

1930年 代から50年代のポスターを中心に」

4月  9日 (土)高畑利雄氏 「高橋春人の業績」

4月 16日 (土)西村寿美雄氏 「ポスター印刷技術の変遷」

4月 23日 (土)山川浩二氏 「戦中 。戦後の広告史」

4月 30日 (土)穂積和夫氏 「私の手がけたポスター」

14:00～ 14:45
1階ニュースシアター

163ノ(

開催期間 :第 1期

第 2期
平成 23年 3月 19日
平成 23年 4月 19日

(土)～ 4月

(火)～ 5月

期

回

場

数者加

各

会

参

2 展示解説

期  日 :平成 23年 4月 2日 (土 )。 5月 7日

会  場 :3階特別企画展会場

参加者数 :56人

(土 )

14:00～ 14:45

ポ
ス
タ
ー
に
見
る
戦
中
・戦
後
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3 「昭和の 日」記念イベン トの開催

昭和の日 (4月 29日 )を中心として、記念イベントを開催した。

1 「ニュース映画にみる昭和 20年」の特別上映

開催期間 :平成 22年 4月 24日 (土)～ 30日 (金 )

会  場 :1階昭和館懐かしのニュースシアター

来場者数 :2, 167人

2 「常設展示室」の無料入場

期   日 :昭不日の 日の 4月 29日 (木 )

来場者数 :449人

3 「昭和の遊び」の催 し (特別企画展のイベン トとして)

水 ヨー ヨー釣 り、メンコやけん玉、紙芝居の実演など。

期  日 :平成 22年 5月 3日 (月 )～ 5日 (水 )

会  場 :2階広場

来場者数 :2, 021人

4 石川光陽写真展

「警視庁カメラマンが撮った昭和モダンの情景」

(東京ステーションギャラリーと共催)

開催期間 :平成 22年 12月 7日 (火)～平成 23年 7月 18日 (月 )

会  場 :旧新橋停車場鉄道歴史展示室

展示内容

昭Tr3館所蔵の 9,600点 あま り

の光陽作品の中か ら、

戦前の生き生きした昭和の

情景を映 し出す写真

約 80点 を厳選 して、

同時代の実物資料 とともに

展示 した。

来場者数 :22, 599人
(約 124人 /1日 )
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5 紙芝居定期上演会

平成 24年度春に開催予定の特別企画展「街頭紙芝居と国策紙芝居」(仮称)

に向け、当館が収集 した紙芝居を紙芝居師の梅田佳声氏ほかが演じる会を

開催した。上演会は平成 22年 6月 より毎月第4日 曜日に昭和館 1階ニュース

シアターにおいて開催 し、その模様は、写真やビデオ、音声データとして

記録され、特別企画展の展示資料として活用する予定である。

なお、平成 22年度の紙芝居定期上演会の入場者数は、738人であつた。

6 資料公 開コーナー

昭和館が収蔵する映像資料 。写真資料 (5階 )。 図書資料 (4階)を多く

の来館者に利用していただくきっかけになることを目的に、 1階 ロビーの

一角にコーナーを設けて、資料を随時公開している。

平成 22年度に紹介した資料の各テーマと期間は、以下の通りである。

回 数 ア  ー  マ 間期

第 22回 堀切正二郎さんが描 く

東京大空襲

平成 22年  3月  2日 (火 )

～  4月 18日 (日 )

第 23回 村岡信明 淡彩 と墨痕で描 く

東京大空襲

平成 22年  4月 20日 (火 )

～  5月 30日 (日 )

第 24回 昭和 20年刊行の雑誌
平成 22年  6月  1日 (火 )

～  7月 19日 (月 )

第 25回 第 2回 「昭和館高校生ポスター
コンクール」入賞作品展示

平成 22年  7月 21日 (水 )

～  8月 29日 (日 )

第 26回 平和回復の調印式
平成 22年  8月 31日 (火 )

～ 10月  3日 (日 )

第 27回 村岡信明が描いた東京大空襲の

惨禍

平成 22年 10月  5日 (火 )

～ 11月 21日 (日 )

第 28回 戦中と戦後を伝えた 「新聞」
平成 22年 11月 23日 (火 )

～ 12月 26日 (日 )

第 29回 婦人雑誌の付録一料理編一
平成 23年  1月  5日 (水 )

～  2月 20日 (日 )

第 30回 見て聴いて楽 しい SPレ コー ド
平成 23年  2月 22日 (火 )

～  4月 10日 (日 )

注 :回数は平成 19年度に公開を始めて以来の通算回数である。
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Ⅵ 東 日本大震災の発生と対応状況

1 東 日本大震災の発生

平成 23年 3月 11日 (金)14時 46分大地震が発生 し、余震も続いた。

2 昭和館入場者の安全誘導

大地震時、常設展示室 (7・ 6階)及び映像・音響室 (5階)で見学され

ていた入場者は約 10名 であつた。 (図書室は蔵書点検で閉室中)

館内放送により地震発生 とエ レベータの使用中止をお知 らせ し、職員が

階段使用によつて入場者全員を 1階ロビーに安全誘導 した。地震による入錫者

及び職員の人的被害は皆無であつた。

なお、この 日常設展示室には 86名 、映像 。音響室には 63名 の入場者が

あったが、ほとんどの方が午前中の入場者であり、大地震前に見学を終えら

れていた。

3 設置物等の被害状況

昭和館の建物は耐震構造であ り大きな損傷は無かつたが、設置物等に一部

被害が生 じた。各階の概況は以下のとお りであつた。

(1)常設展示室 (7階、 6階 )

・天丼の耐火材等の剥落片 と粉塵の落下 (数力所 )

・格子天丼のゆがみ と脱落 (数力所 )

・各ブースの接続部分 (枠)の脱落 (数力所 )

・入 国のガラスパネル転倒、全破損
。第 4ブースの電球ユニッ ト落下、マネキン人形転倒、破損
。第 7ブースのだるまス トーブ転倒、破損

・各ブース内の台のずれ、展示品のずれ

・事務室 資料保管棚の転倒、書物等散乱

(2)映像・音響室 (5階 )

。映像室 ロッカー上の物が落下、資料保管棚の位置ずれ、棚板の崩れ、

参考図書 15冊落下

。事務室 天丼よリハ房用の水 と細かい物が落下、机上の書類の崩れ

(3)図書室 (4階 )

。開架書庫、閉架書庫の本の落下

(4)そ の他

・階段の壁に亀裂 (数力所 )
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・駐車場第 2号機の機器が破損

・屋上ゴン ドラ走行車輪の歪み

4 帰宅困難者のための施設開放

3月 11日 当日、東 日本大震災発生後に首者[圏 の公共交通が麻痺 したため、

厚生労働省から帰宅困難者の一時受入施設の一つ となってほしいとの要請が

あり、昭和館 1階ロビーを終夜開放 した。

これにより、帰宅困難者 160名 の方が昭和館で一夜を過 ごされ、翌 日の

朝、帰宅された。

5 節電封策

東 日本大震災の影響による電力不足により、厚生労働省か ら節電に協力 し

てほしいとの要請があつたので、開館時間の短縮、館内照明の削減、エ レベ

ータの 1基使用中止など様々な節電対策を講 じた。

なお、開館時間は電力事情 と類似施設の状況等を参考にして 5月 20日 か

ら通常開館 としたが、その他の節電については引き続き継続 した。

6 東 日本大震災後の開館状況

3月 11日 14時 46分 東 日本大震災が発生

(地震直後)昭和館入場者を 1階へ安全誘導 した。

その後、 3階以上を閉室、 1階は開室 とした。

(夕 方～翌朝)帰宅困難者のため 1階ロビーを終夜解放 した。

3月 12日 ～ 3月 18日  臨日寺休館

館内整理のため臨時休館 とした。

3月 19日 ～ 4月 21日  開館 (ただ し、常設展示室は休室)

常設展示室は復元工事のため休室とした。

開館時間を短縮 (10時～ 16時)した。

館内照明など節電対策を講 じた。

4月 22日 ～ 5月 19日  開館 (常設展示室も開室 )

復元工事が終わった常設展示室も開室 した。

開館時間の短縮を継続 した。

館内照明など節電対策を継続 した。

5月 20日 ～      開館 (通常開館 )

通常開館 (10時～ 17時 30分)と した。

館内照明など節電姑策を継続 した。
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黍 考
1 平成22年度利用者実績

(単位 :人 )

常 設
展示室

映像・

音響室
図書室

特 月町
企画展

ニ ュース

シアター
合  計 備 考

平成 22年  4月 3,735 1,600 1,205 16,356 19,309 42,205 3/13～    特別企画展期間

5月 4,057 と,897 1,275 3,846 8,680 19,755 ～ 5/9 特別企画展期間

6月 3,810 と,796 と,179 7,301 14,160 6/27 紙芝居定期上演会

7月 2,953 と,587 と,288 7,517 13.661
7/25 紙芝居定期上演会

7/81～    特別企画展期間

8月 5,224 2,558 と,774 7,521 12,782 29,859
～ 8/29 特別企画展期間

8/22 紙芝居定期上演会

9月 2,971 と,527 と,301 6,302 と2,170 9/26 紙芝居定期上演会

10月 4,301 1,933 と,383 6,149 7,414 21,180
lυ /上 り~1∪ /Z4  飛ヽ 世判午丁力町■ビ凹 ′漿別 十日」

10/24 紙芝居定期上演会
10/30～    巡回特別企画展期間

11月 7,753 3,202 2,12C 3,875 26,104
～11/7 巡回特別企画展期間

11/28 紙芝居定期上演会

12月 8,042 3,933 2,311 3,450 7,541 25,277
12/7～    写真展期間

12/26 紙芝居定期上演会

平成 23年  1月 7,249 3,881 2,214 3,448 7,515 24,307
写真展期間

1/23 紙芝居定期上演会

2月 7,524 3,753 2,563 4,368 7,425 25,633
写真展期間

2/27 紙芝居定期上演会

3月 11409 3,951 4,308 [0,781
写真展期間

3/19～    特別企画展期間

計 59,028 28,388 19,011 53,42〔 105,242 265,092

2 平成 22年度常設展示室入場者数
総  数 区  分 種  別 人  数 割合 (%)

59, 028ノ 災

有料

53, 834人

小・中学生 28, 051ノ ( 47, 4

高 。大学生 2, 605人 4 4

般 23, 178ノ ( 39 2

無料

5, 194ノ (

小 。中学生

(親子割引)

772ノ ( 1   3

視察者等 3, 165ノ民 5   3

心身障害者 976ノ ( l 6

未就学児 281ノ ( 0 5

(参考)団体またはグループによる来館学校数

総  数 区  分 学校数 割合 (%)

636校

小学校 368校 5 7   9

中学校 207校 32 5

高 校 25校 3   9

専門学校 12校 1   9

大 学 24校 3   8
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3 来館団体御芳名

月  日 団  体  名 人 数

4月 22日 鳥取市立湖東中学校 3年生① 107名

4月 22日 鳥取市立湖束中学校 3年生② 105名

4月 23日 草津市立草津中学校 3年生 123名

5月 14日 京者Б市立樫原中学校 3年生 204名

6月 2日 共立女子高等学校1年生 137名

6月 10日 江戸川区立春江小学校 4年生 127名

8月 14日 福岡県全国戦没者追悼式参列遺族代表ロ 101名

8月 15日 京都府全国戦没者追悼式参列遺族団 110猪

9月 4日 静岡県遺族会 117名

9月 16日 三郷市立彦郷小学校 107名

9月 26日 戦没者田村市遺族会 121名

10月 19日 坂東市遺族会① 136名

10月 20日 大磯町立国府小学校 6年生 134名

10月 20日 坂東市遺族会② 183妬

10月 28日 大田区立出雲小学校 6年生 121名

11月 2日 練馬区立早宮小学校 6年生 110名

11月 5日 江戸川区立葛西小学校 6年生 134名

11月 9日 三沢市立第一中学校 2年生 165名

11月 11日 山梨大幸附属小学校 6年生 106名

11月 11日 小山市立間々田小学校 6年生 112名

11月 16日 横浜市立田奈小学校 6年生 156名

11月 16日 江戸川区立瑞江小学校 6年生 109名

11月 16日 町田市立忠生第二小学校 6年生 115名

11月 16日 松戸市立根木内小学校 6年生 163名

11月 17日 桐蔭学園小学部 6年生 121名

11月 18日 江戸川区立東小松川小学校 6年生 117名

11月 18日 工戸川区立第七葛西小学校 6年生 110名

11月 19日 長泉町立南小学校 6年生 130名

11月 19日 越谷市立宮本小学校 6年生 107名

11月 24日 千葉市立こてはし台小学校 6年生 176名

11月 25日 小金井市立小金井第一小学校 6年生 L36名

11月 25日 板橋区立桜川小学校 6年生 116名

11月 25日 三芳町立三芳小学校 6年生 119名

11月 25日 川崎市立西生田中学校 1年生 116名

11月 30日 朝霞市立朝霞第六小学校 6年生 147名

11月 30日 国分寺市立第二小学校 6年生 115名

11月 30日 町田市立成瀬台小学校 6年生 129名

12月 3日 江戸川区立篠崎小学校 6年生 105名

12月  3日 さいたま市立指扇小学校 6年生 149名

12月 7日 江戸川区立西葛西小学校 6年生 119名

12月 7日 松戸市立松飛台小学校 6年生 124名

12月 7日 清i頼市立清瀬第六小学校 6年生 117名

12月 9日 越谷市立花田小学校 6年生 134名

[2月 9日 江東区立第五砂町小学校 6年生 106名

12月 9日 船橋市立薬円台小学校 6年生 138名

12月 10日 lヽ 田原市立富水小学校 6年生 122名

※紙面の都合により、100名 以上で来館 した団体のみを

(敬称略 )

月  日 団  体  名 人 数

12月 10日 春日都市立幸松小学校 6年生 105名

と2月 10日 江東区立南陽小学校 6年生 106名

12月 14日 葛飾区立上小松小学校 6年生 [17名

12月 16日 船橋市立夏見台小学校 6年生 139名

12月 16日 三鷹市立北野小学校 6年生 105名

12月 21日 所沢市立明峰小学校 6年生 130名

12月 22日 塁田区立押上小学校 6年生 109名

1月 7日 船橋市立二宮小学校 6年生 103名

1月 7日 束村山市立人坂小学校 6年生 129名

1月 13日 川崎市立下作延小学校 6年生 102名

1月 13日 川崎市立栗木台小学校 6年生 125名

1月 14日 松戸市立上本郷小学校 6年生 121名

1月 14日 袖ヶ浦市立長浦小学校 6年生 103名

1月 18日 酒々井町立酒々井小学校 6年生 101名

1月 18日 羽村市立武蔵野小学校 6年生 106名

1月 19日 市原市立京葉小学校 6年生 127名

1月 21日 越谷市立城ノ上小学校 6年生 116名

1月 25日 横浜市立旭小学校 6年生 119名

1月 25日 江東区立第二砂町小学校 6年生 102名

1月 26日 狭山市立富士見小学校 6年生 142名

1月 27日 狛江市立緑野小学校 6年生 109名

[月 27日 足立区立花保小学校 6年生 106名

1月 27日 立川市立第五小学校 6年生 103名

1月 27日 川国市立戸塚西中学校 2年生 144名

1月 28日 江東区立枝川小学校 6年生 118名

1月 28日 春日都市立正善小学校 6年生 112名

2月 3日 伊奈町立南小幸校 6年生 101名

2月 4日 佐倉市立根郷小学校 6年生 114名

2月 8日 さいたま市立鈴谷小学校 6年生 102名

2月 8日 川崎市立久地小学校 6年生 124名

2月 8日 川崎市立東生田小学校 6年生 108名

2月 9日 新座市立束野小学校 6年生 134名

2月 10日 市川市立塩焼小学校 6年生 105名

2月 10日 横浜市立新鶴見小学校 6年生 123名

2月 10日 江東区立豊洲1小学校 6年生 110名

2月 10日 横浜市立奈良の丘小学校 6年生 152名

2月 10日 川越市立武蔵野小学校 6年生 105名

2月 15日 さいたま市立仲町小学校 6年生 134名

2月 16日 市川市立冨貴島小学校 6年生 106妬

2月 17日 横浜市立都筑小学校 6年生 128名

2月 18日 飯能市立飯能第一小学校 6年生 138名

2月 18日 国分寺市立第六小学校 6年生 122名

2月 18日 目黒星美学園小学校 6年生 124名

2月 22日 調布市立第一小学校 6年生 111名

3月  1日 川崎市立上作延小学校 6年生 110名

3月 10日 東京学芸大学附属大泉小学校 6年生 137名

掲載 してお ります。
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第 9回昭和館作文コンクール・厚生労働大臣賞受賞作品

「戦争で失つた平和」

千葉県佐倉市立上志津小学校 6年  松崎 詩織

私は、昭和館に行つて、戦中と戦後の暮 らしをくわしく調べてきました。

戦争のことについて、調べている途中に、疑問に思ったことがあります。

それは、「日本はどうして戦3を したのだろう?」 「どうして、つ らく 。苦 し

く 。悲 しい戦争を約八年間もしたのだろ う?」 と思いま した。それは、何か

理由があるにちがいないと考えました。

戦中は、空襲がさらに激 しくなると、各家庭では、縁の下や、庭や道路わき

に「防空壕」を掘った り、「防火用水」などを用意 して空襲に備えた りしました。

夜は電灯の明か りが窓から外に漏れないように黒いカーテンを引き、電球には

大きな 「黒い笠」や布 を掛けた りしま した。毎晩のように空襲があるので、

す ぐ避難できるように服を着たまま床につきました。

戦争の時は、夜 も気をつかつた り、死 との境 目でも必死に生きていたんだな

と思いました。

戦後は、平和な時代を迎えました。激 しい空襲にあいながらも、生き残つた

人々は、安心 して眠れるようにな りました。 しかし、配給 も途絶え食物がなく

なったために、特に体の弱い子 どもや老人が、栄養失調で苦 しみました。多少

体力のある親たちは、必死になって農村地帯へ「買い出し」に出掛けましたが、

分けてもらえたのはわずかばか りの芋やカボチャなどでした。

戦後は、食べ物などが少なくて、 日本人はとても苦労 して、探 しに行つたん

だなと思いました。

私は、なぜ戦争 をしたのかが少 しわかつたような気が します。 日清・ 日露

戦争みたいに勝つ と領土や賠償金がもらえると思って、戦争に参加 したのかなと

思いました。昔の人は、空襲や集団疎開があつた り、男の人は兵隊になった り

しなが らも必死で生きぬこうとしま した。 しか し、今の時代は家があって、

家族もいて、食べる物や、着る服などがあるのは当たり前だけど、昔の人たちか

ら見れば、平和で幸せでぜいたくをしているんだなと思いました。

戦争は、絶対にあってはならないと思いま した。一度の空襲で、何十万人も

の人が死んだり、家族 も家も食べ物もなくなってしま うからです。

私は、昭和館で命の大切 さや努力の大切 さを改めてふ り返 りました。
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5 第 3回昭和館ポスターコンクールノく賞作品の紹介 <入賞作品 (優秀賞以上)>

空
声
ｈ
ピ

最 優 秀 賞

小松原女子高等学校

根 市 美 花
「笑顔のあたたかさ」

優 秀 賞

宮崎県立佐土原高等学校

岩 切 智 早
「昭和の風景」

優 秀 賞

富良野緑峰高等学校

天 笠 奈津美
「昭和の餌 J

優 秀 賞

宮鴎県立佐土原高等学校

黒 木 真 希
m研日の暮らし」

優 秀 賞

宮崎県立佐土原高等学校

泉 湧 太

畔坪妻と全ゴ舌」

優 秀 賞

宮崎県立佐土原高等学校

黒 木 柚 吏

映 し出されている昭和館のR詢

優 秀 賞

宮崎県立佐土原高等学校

佐 藤 未 遊
「昭不日の齢 と

優 秀 賞     優 秀 賞

宮崎県立佐土原高等学校  宮崎県立佐土原高等学校

橋 本 大 悟   宝 徳 美 咲

「昭不日の町」     「かみしイFΥ 」`

優 秀 賞

宮埼県立佐土原高等学校

澤 田 媛 優
「昭不日の思い出」

一啓

・一が

　

蓑
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施 設 概 要

設立趣 旨

昭和 館 は 、 戦 没 者 遺 族 に封 す る援 護 施 策 の一 環 と して 、戦 没 者

遺 族 を は じめ とす る国 民 が経 験 した 戦 中・戦 後 の 国民 生 活 上 の 労 苦

に係 る歴 史 的 資 料 ・ 情 報 を収 集 、保 存 、 展 示 し、後 世 代 の人 々 に

そ の労苦 を知 る機 会 を提 供す る こ とを 目的 として設 立 され た。

具 体 的 には 、 当時 の 国民生活 の姿 を伝 え る実 物 資料 の展 示 事 業 、

図書 。文 献 及 び 映 像 ・ 音 響 資 料 の 閲 覧 事 業 並 び に 内外 の資 料 館 の

概 要 等 に関す る関連 情報 提 供 事 業等 の諸 事 業 を進 め る こ とに よ り、

戦 中・戦 後 の 国 民 生 活 上 の 労 苦 を様 々 な視 点 か ら総 合 的 に伝 えて

い くこ とと してい る。

昭 和 館 建 設 の 経 緯

昭和 54年 に、財 団法 人 日本 遺族 会 か ら、戦 没 者 遺 児 へ の慰 藉 の

た め、「戦没者 遺 児記 念館 (仮 称 )」 を建設 して欲 しい とい う要望 が、

当時 の橋本厚 生 大 臣に提 出 され た。

これ を契機 と して 、戦 後 に生 まれ た世代 が 国民 の過 半数 を 占め、

今 日の繁 栄 の礎 とな っ た 戦 没 者 の遺 族 を は じめ とす る国 民 が経 験

した戦 中 。戦後 の国民生活 上 の労苦 を後世 代 に伝 え る こ とを 目的 に、

戦 没 者 遺 族 に対 す る援 護 施 策 の一 環 と して 、各 界 有 識 者 の参 加 の

も とに、 「戦没者 遺児 記念館 (仮 称 )」 建設 の検討 が進 め られ た。

平 成 5年 に 、「戦 没 者 追 悼 平 和 祈 念 館 (仮 称 )」 と して 厚 生 省

(当 時)予算 に建設 費 が計 上 され た。そ の後 、民 間等 か らさま ざまな

ご意 見 をい ただ き、平成 10年 12月 末 に竣 工 した。館 の名称 は、
「昭和館 」 とされ 、平成 11年 3月 末 に開館 した。

なお 、財 団法人 日本 遺 族 会 が厚 生 労働 省 か ら委 託 を受 け、館 の運 営

に当た って い る。
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設施

面  積
敷地面積 2,1381ざ

廷床面積
Ｏ
Ｏ 411だ

構造種別 S造 (鉄骨造)一部 SRC造 (鉄骨鉄筋コンクリー ト造 )

階数 床面積 (∬ ) 主な用途
収容人員

(人 )

避難施設 備 考

R階 20604 機械室 避難階段

7階 79205 常設展示室 (入口) 避難階段 戦中の国民生活

6階 795,37 常設展示室 (出 日) 142 避難階段 戦後の国民生活

5階 797.61 映像 。音響室 避難階段 情報検索

4階 79803
図書室

書庫
避難階段

図書閲覧

図書収蔵庫

3階 7996 研修室・会議室 避難階段
特別企画展時は会場に

使用

2階 71861 広場 避難階 (臨時出入口)

1階 1288.42

資料公開コーナー

エントランスロビー

ニュースシアター

受付・総合案内・事務室

９

　

４

資
υ

　

つ
じ

避難階 昭和館出入口

Bl階 101142

資料収蔵庫

防災センター

機械式駐車場

避難階段
芙物・図書資料収蔵

(低温管理)

B2階 130696
機械室

機械式駐車場
避難階段

合計 8514.11

組 織

図書情報課

情報検索係
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7平成 22年度寄贈者御芳名
木年度に、資料をご寄贈 くださいました方のお名前を記 して御ネLと いた します。

実物資料寄贈者

[個 人 ]                             帥 道府県別、川頁不「

都道府県 寄 贈 者 名

北 海 道 望 月 美 加

山 形 県 鈴 木 恒 男

,, 田 中 秋 廣

東 京 都 石 塚 達 雄

,, 一巾 川 美津子

,, 宇 津 隆 之

,ア 梅 田 義 彦

,, 大久保 治 雄

,テ 門 屋 盛 孝

,ア 口 賞

ア, 斉 藤 里 子

,ア 齋 藤 雅 俊

,ア 塩 谷 汀 子

,, 柴 崎 静 子

,ア 島 田 桃 子

,ア 下 平 貴 祥

,ア 瀬 下 恵 美

,ア 高 柳 は る

,, 田 口 美枝子

,, 田 中 渥 子

ア, 中 尾 幸 枝

,ア 中 村 敬 明

,, 中 村 武 彦

,ア 西 山 一 美

,, 蓮 沼 三恵子

′ナ 藤 澤 秀 夫

,ア 星 野 重 治

松 本 和 子

村 田 英二郎

森   士 郎

森 津 幸 一

安 岡 由佳梨

横 山 明 子

吉 原 司 郎

,ア 渡 辺 松 江

渡 辺 良 江

不日 田 全  写ム

(都道府県別、順不同、敬称W各 )

都道府県 寄 贈 者 名

神奈川県 浅 井 恒 郎

アナ 岡 田 明 子

,, 菊 池 健 一

,ア 佐久間 精 一

,ア 鈴 木 繁 人

,ア 関 口   律

,ア 関 谷 淑 子

,, 高 橋 一 光

,ア 竹 中 弘 直

,' 角 井 桂 子

,ア 成 田 史 代

,, 早  )|| ヌ イ

,, 早 田 雅 美

,ブ 林   玲 子

,ア 深 津 和 紀

,, 益 田 英 子

,ア 丸 山 一 男

柳 生 悦 子

千 葉 県 梶 山 み よ

,, 川 田 久仁子

河 野   修

小 松 清 子

林   信 子

原 田 欣 一

埼 玉 県 大 野 芳 裕

児 安 久 子

杉 山 雅 英

静 岡 県 石 井 裕 一

栃 木 県 野 本 きみ子

富 山 県 倉 田   淳

二 重 県 若 松 徳 義

京 都 府 力日 藤 壽美子

広 島 県 佐々木 哲 郎

平 田 桂 子

愛 媛 県 橘   元 子

福 岡 県 品 川 洋 子

ア メ リカ合 米 国 レイモン ド・ムラカ ミ
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図書資料寄贈者

[団体 ]

北 海 道 釧路市立博物館

札幌市文化資料室

北海道開拓の村
青 森 県 青森県近代文学館

青森県立郷土館

むつ市教育委員会生涯学習課

岩 手 県 遠野市立博物館

盛岡市先人記念館

官 城 県 仙台市歴史民俗資料館

東北歴史博物館
秋 田 県 秋田県立博物館

日本ラジオ歌謡研究会

山 形 県 鶴岡市立大山小学校 新民館移築記事業実行委員会

米沢市上杉博物館

福 島 県 いわき市立美術館

福島県立博物館

福島県歴史資料館
茨 城 県 茨城県立歴史館

予科練平和記念館
析 木 県 囲學院大學栃木短期大学史学会

栃木県立 しもつけ風上記の丘資料館

栃木県立なす風上記の丘資料館

埼 玉 県 川越市立博物館

埼玉県平和資料館

日本大学広報部大学史編纂課

武蔵野の空襲と戦争遺跡を記録する会

蕨市立歴史民俗資料館

千 葉 県 鎌ヶ谷市郷土資料館

国立歴史民俗博物館

女性の 日記から学ぶ会

野田市郷土博物館

船橋市郷土資料館
ベイタウンシニアクラブ

睦沢町立歴史民俗資料館
永 爪 若|; NHK放 送博物館

」CIIフ オ トサロン

板橋区教育委員会生涯学習課文化財係

板橋区立郷土資料館

出光美術館

大田区立郷土博物館

お札 と切手の博物館

お茶の水女子大学文教育学部

人間社会科学科博物館学研究室

海軍兵学校第 75期会事務局
ベネッセコーポレーション

株式会社 NHKグ ローバルメディアサー ビス

株式会社岩波書店

株式会社 日本文芸社

株式会社文藝春秋

共和開発株式会社

(都道府県別、順不同、敬称略 )

都道府県 寄 贈 者 名

東 京 都 北区飛鳥山博物館

北区教育委員会生涯学習推進課

近代女性文化史研究会

宮内庁書陵部

国立国会図書館

石川文化事業財団 お茶の水図書館

海原会

偕行社

家具の博物館

古賀政男音楽文化振興財団

古賀政男音楽博物館

史料調査会

水交会

政治経済研究所 東京大空襲・戦災資料センター

多摩市文化振興財団 パルテノン多摩

中国残留孤児援護基金

東京都人権啓発センター

東京都歴史文化財団 東京都江戸東京博物館

日本海事科学振興財団 船の科学館

野球体育博物館

全国学校図書館協議会

日本郷友連盟

日本ユネスコ協会連盟

世界遺産 。国際教育グループ

衆議院憲政記念館

しょうけい館

昭和女子大学光葉博物館

如水会

杉並区立郷土博物館

すみだ郷土文化資料館

世田谷区立郷土資料館

全国疎開学童連絡協議会

総務省大臣官房管理室

大正大学 学芸員課程

台東区教育委員会

台東区立下町風俗資料館

たばこと塩の博物館

玉川大学教育博物館

中央区立郷土天文館

中央史学会

千代田区立千代田図書館

千代田区立四呑町歴史民俗資料館

筑波大学附属中学校・高等学校創立 120周 年

記念写真集編集委員会

逓信総合博物館

東京家政学院生活文化博物館

東京都公文書館

東京都三多摩公立博物館協議会

東京都写真美術館

東京都美術館
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寄 贈 者 名

果 爪 司
`

∬YMA日 本青年遺骨収集団

豊島区立郷土資料館
ザ, 富山丸遺族会全国連合会

新島村博物館

日本カメラ博物館

日本銀行金融研究所 貨幣博物館

物流博物館

文化環境研究所

文京ふるさと歴史館

平和祈念事業特別基金

防衛省防衛研究所

町田市立自由民権資料館

満鉄会

港区立港郷土資料館

民音音楽博物館 (民主音楽協会)

武蔵大学学芸員課程

武蔵野市企画政策室市民協働推進課

明治大学史資料センター

明治大学博物館

靖國神社社務所

吉田秀雄記念事業財団

神奈川県 」ICA海 外移住資料館

伊勢原郷土史研究会

大磯町郷土資料館

神奈川近代文学館

神奈川県立歴史博物館

川崎市公文書館

川崎市市民ミュージアム

寒川町教育委員会生涯学習課

馬事文化財団 馬の博物館

平塚市博物館

横須賀市総務部総務課

横浜市史資料室

横浜都市発展記念館

横浜みなと博物館
新 潟 県 新潟市歴史博物館
石 サ1県 石川県立歴史博物館

金沢大学歴史言語文化学系

福 井 県 福井県遺族連合会

福井県立歴史博物館

福井県立若狭歴史民俗資料館

長 野 県 飯田市美術博物館

旧制高等学校記念館

松本市立博物館

岐 早 県 タルイ ピアセンター

静 岡 県 島田市博物館

沼津市歴史民俗資料館

浜松市博物館

焼津市歴史民俗資料館

日本戦災遺族会

愛 知 県 愛知県陶磁資料館

都道府県 寄 贈 者 名

愛 知 県 安城市歴史博物館

瀬戸蔵 ミュージアム

名古屋市博物館

半田市立博物館
二 重 県 四国市市立博物館

滋 賀 県 滋賀県総務部総務課
京 都 府 京都国立博物館

,, 立命館大学国際平和ミュージアム

大 阪 府 往生院民具供養館

大阪歴史博物館
「想い出の学童疎開」の記録を残す会

堺市立平和 と人権資料館

(フ ェニックス・ ミュージアム)

兵 庫 県 明石市立文化博物館

赤穂市立歴史博物館

温故会

神戸女子大学史学会

西宮市立郷土資料館

奈 良 県 奈良県立民俗博物館

和歌山県 和歌山県立紀伊風土記の丘

和歌山市教育委員会

和歌山市立博物館

鳥 取 県 鳥取県立公文書館

鳥取市歴史博物館 やまびこ館

岡 山 県 岡山市デジタル ミュージアム

津山郷土博物館

広 島 県 呉市海事歴史科学館

呉市産業部海事歴史科学館学芸課

広島平和文化センター

日本はきもの博物館 。日本玩具博物館

広島県立歴史博物館

山 口 県 周南市美術博物館

香 川 県 高松市市民文化センター平和記念室

愛 媛 県 愛媛県歴史文化博物館

坂の上の雲 ミュージアム

高 知 県 高知市立自由民権記念館

土佐山内家宝物資料館

福 岡 県 北九州市立自然史・歴史博物館

福岡市総合図書館文学 。文書課

福岡市博物館

佐 賀 県 有田町歴史民俗資料館

佐賀県立佐賀城本丸歴史館

長 崎 県 「社史で読む長崎原爆J編集委員会

大 分 県 大分県立先哲史料館

鹿児 島県 鹿児島県歴史資料センター 黎明館

尚古集成館

南九州市教育委員会文化財課 (ミ ュージアム知覧)

沖 縄 県 沖縄県平和祈念資料館

海洋博覧会記念公園管理財団

ひめゆり平和祈念資料館
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図書資料寄贈者

[個人 ]

都道府県 寄 贈 者 名

北 海 道 望 月 美 加

山 形 県 会  田 浩 平

,, 田 中 秋 廣

福 島 県 齋 藤 晶 彦
,テ 諸 原 孝 夫

茨 城 県 赤 城 左知子

,ア 松 永   武

栃 木 県 野 本 きみ子

埼 玉 県 石 川 周 子

チ′ 徹 井 邦 彦
′′ 白 井 夕美子
,, 杉 山 亜矢子
,ア 野 川 澄 夫
ア, 藤 野   忠
,, 松 川 素 子

,, 大 野 芳 裕

千 葉 県 河 野   修
′′ 小 松 清 子
,′ 戸 高 一 成

′′ 福  田 敏 子

,′ 宮 下 延 子

東 京 都 赤 木   衛
,, 安 部 裕 人
,ア 石 川 令 子

,ア 梅 田 義 彦

〃 大 田 唆 三

,ア 楠 山 三香男

,′ 小 泉 靖 子

ア′ 古久根  昌 子

′′ 齋 藤 洋 子

都道府県 寄 贈 者 名

東 京 都 下 平 貴 祥

上 丸 洋 一

,ア 鈴 木   岡1

,, 鈴 木 洋 子

中 田 雅 子

西 山 一 美

原
豊

福 居 治 夫

福 間 孝 史

藤 澤 秀 夫

星 田   言

星 野 重 治

細 井 秀 雄

松 本  和 子

森   士 郎

安 岡 由佳梨

山 口 治 男

吉 池 英 子

吉 原 司 郎

米 谷  えりか

渡 辺  久 子

,, 渡 辺 松 江

神奈川県 重 原 正 三

井 上   弘

小野地 英 忠

河 合 泰 子

佐久間 精 一

櫻 井 光 夫

神 野 正 美

高 橋 一 光

(都道府県別、順不同、敬称略)

祁 消 府 県 寄 贈 者 名

神奈川県 竹 中 弘 直
,, 角 井 桂 子
テ, 中 村 光 夫
ナ′

ロ
ＩＸ 部 よう子

〃 早 田 雅 美

長 野 県 北 野 美 子

静 岡 県 松 浦 千枝雄

愛 知 県 /Jヽ 出 隆 司
,, 恒 川 利 雄
,, 間 瀬 時 江

二 重 県 佐 藤 孝 幸
,テ 若 松 徳 義

京 都 府 牧 野 邦 昭

兵 庫 県 小 林 義 和

奈 良 県 西 岡 妙 子

鳥 取 県 種  子    明

広 島 県 平 田 桂 子

山 口 県 井 原 貞 徳
ナ, 関   令 子

徳 島 県 乃 一 純 子

香 川 県 糸 山 束 一

′ナ 横 井 昭 子

愛 媛 県 橘   元 子
〃 中 山 晋 雄

福 岡 県 木 付 秀 雄
〃 品 川 洋 子

熊 本 県 田 中 良 則

沖 縄 県 加 藤 好 一

ア メ リカ合衆 国 市 川 グラン ト

映像・音響資料寄贈者

[個人 ]

都道府県 寄 贈 者 名

埼 玉 県 大 野 芳 裕
,, 本 多 和 子

千 葉 県 犬 伏 暁 生

〃 相 木 千 尋
,, 小 松 清 子

〃 林   信 子

東 京 都 石 川 令 子

都道府県 寄 贈 者 名

東 京 者[ 大久保 治 雄

太 田 唆 三

高 橋 秀 夫

田 口 美枝子

中 尾 幸 枝

中 村 武 彦

野  口 正 子

(都道府県別、1頂不同、敬称略 )

都道府県 寄 贈 者 名

東 京 都 藤 澤 秀 夫
′′ 堀   正 子
′′ 森 津 幸 一

,, 吉 原 司 郎

静 岡 県 石 井 裕 一

京 都 府 福 井 豊 明

愛 媛 県 橘   元 子
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